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1）東京医科大学脳神経外科学講座
2）東京医科大学生理学第二講座
　去る3月12日に、東京医科大学病院臨床教育研究
棟第二講堂において第8回医科学フォーラムが行わ
れた。今回のテーマは　高次脳機能障害をめぐって
一日本の現状と将来への展望一とした。高次脳機能面
害という概念は、いわゆる身体的障害に比較して社会
福祉、社会保障の面で多くの問題点を有しており、我
が国でも近年注目され始めた病態である。今回の
フォーラムでは3名の講演により本病態に対する我
が国の現状を討議した。
　まず最初の演者として脳神経外科の秋元治朗講師
が、高次脳機能障害者という病態の紹介と、我が国に
おける本病態への対応の不備を1993年に改正された
身体障害者福祉法を示すことで紹介した。さらに1999
年に東京都衛生局が施行した、東京都における高次脳
機能障害者実態調査の結果を紹介した。本調査は我が
国で初めての本格的な実態調査であり、その多くが働
き盛りの中高年男性であり、脳血管障害と頭部外傷が
主因であり、障害の内容も疾病により特徴を有するこ
とが明らかとなった。身体障害者福祉法の恩恵を受け
ている障害者は78％に過ぎず、治療や経済的な問題に
何ら保障を得ていない障害者が潜在していることが
明らかとなった。本調査から4年以上が経過し、自治
体先導で行われた調査結果は、未だ司法、行政面での
進展には至っていないことを強調した。
　次に、米国カリフォルニア州認定神経心理士である
磯村順子博士より、米国における高次脳機能評価の実
態と、評価を専門に行う臨床神経心理士育成機構につ
いて講演を戴いた。米国では1940年にすでに臨床医
学の一分野として神経心理士のidentityが確立された
こと、そして臨床の現場での心理士の役割を紹介され
た。同時に米国における臨床神経心理士育成のカリ
キュラムの紹介と、我が国における本分野での遅れを
強調された。最後に具体例として記憶障害を主訴とし
た78歳の症例を呈示し、臨床神経心理士による詳細
な高次脳機能障害の評価結果と、治療を含めた臨床へ
の介入状況を紹介し、如何に心理士の存在が臨床現場
に生かされているかを紹介された。
　最後に現在の我が国における神経心理学の現状と
今後の展望について、富山医科薬科大学医学部心理学
講座の松井三枝助教授に講演を戴いた。始めに神経心
理学が如何に臨床の各分野と密接に関与しているか
を紹介され、実際に御自身が臨床各科とどの様に関
わってきたかを紹介された。脳神経外科、神経内科、精
神科の各疾患を紹介され、臨床神経心理学の立場から
みた高次脳機能障害の評価を述べられ、各病態のより
深い認識に繋がった。更に心理学の目から見た脳機能
について、MRI、　SPECT、　PETといった新しい診断機
器との関連性からみた研究の進展状況と今後の展望
について、大変興味深い御講演となった。
　約60名の聴衆からは各講演について大変熱心な質
問が相次ぎ、活発な議論が続いた。予定された時間を
超過したため、その後の懇親会にても活発な質疑が続
いた様である。質問の中には、司法や行政の問題も含
んだ大変貴重な研究分野でもあり、本学においても臨
床各科を中心とした研究課題としての立ち上げも必
要との御意見があり、今回のフォーラムの主目的が果
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たせたものと思われた。今後も本フォーラムを通じ　　ることを望んで止まない。
て、基礎系、臨床系の講座を越えた研究協調が進展す
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